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ARES-G3™ レオメーター
熱硬化性樹脂試験

熱硬化性樹脂の試験には、硬化挙動、ゲル化、粘弾性の変
化を高速かつ正確に把握することが求められます。特に、材
料が熱や化学反応により急速に変化する場合はなおさらで
す。 Discovery™ ARES-G3 レオメーターはこうした要求
に応えるために設計されており、従来システムを上回る速度
と精度で高解像度データを提供します。 統合された Fast 
Frequency Chirps 手法により、動的な遷移をリアルタ
イムで捉え、先進的な温度制御と Separate Motor and 
Transducer（SMT）構造が広い温度範囲での信頼性ある
測定を可能にします。 妥協のない性能と出版品質の結果を
求める研究者にとって、ARES-G3 レオメーターは熱硬化性
樹脂レオロジーの新たな標準となります。

比類のない熱硬化性樹
脂分析技術

革新的 SMT 技術により、広
範な測定条件下で高精度のデ

ータが得られます。

デュアルガンヒーターによる高
速・高精度の酸素遮断環境に
より、ポリマー溶融や複合材
料の信頼性の高い試験が可

能です。

追加モーターなしで、曲げ・引
張・圧縮など固体の DMA 試

験を実施できます

効率的で信頼性の 
高い試験

新しいタッチスクリーンによ
り、装置上で実験を完全に制

御できます。

業界唯一¹の 力-リバランスト
ランスデューサー（FRT）によ
り、最小限の補正でデータを

取得します。

高速データ取得と完全統合
された高速周波数チャープ

（OWCh）の完全統合によ
り、試験時間を最大 80% 短
縮し、急激に変化する材料の

解析が可能になります。

1 発行時

CUT SHEET



2

CUT SHEET

ARES-G3™ レオメーター 熱硬化性樹脂試験

材料分析  
熱硬化性樹脂や複合材料は、低粘度液体から非常に高剛性の材料へと変化するため、最も解析が難しい材料のひとつです。 配
合者やプロセス技術者は、わずかな変更が硬化速度、可使時間、最終コンポジット強度にどのように影響するかを把握する必
要があります。 ARES-G3 レオメーターは最小限の補正で信頼性の高い結果を提供し、この要求に応えます。 改良された酸素
遮断環境と高速応答の温度システムにより、配合変更の影響を正確に特定できます。  プロセスエンジニアは FCO)Forced 
Convection Oven）を用いて実際の加工条件を再現し、実際の材料強度を測定できます。 完全統合 DMA モードと組み合
わせることで、これらの広範な試験能力が熱硬化性樹脂および複合材料の包括的解析に最適なレオメーターとなります。 

測定
等温硬化速度論  
等温硬化速度論を解析する研究者にとって、ARES-G3 
は比類ない速度と精度を提供します。 改善されたデータ
取得速度と温度変化レートの完全制御により、最低粘度
からゲル点までの重要温度域を高解像度でスキャンでき
ます。 例えば、ラミネーションなど主要プロセスで加熱速
度が粘度にどう影響するかを解析できます。 これらのス
キャンは、最適な加工条件や配合を決定する助けになり
ます。 

線形およびトーション測定 
硬化反応を最適化した後、科学者や技術者は、実際の用
途や力を模擬して、曲げおよびねじり試験により複合材料
の構造健全性、強度、弾性率、剛性を確認できます。 ジオ
メトリ交換だけで DMA モードやねじり試験に簡単に切
り替え可能です。 追加モーターや炉の取り外しは不要で、
信頼性と耐久性を維持しながら包括的な試験をスムーズ
に実施できます。 
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処理温度プロファイル 
{1}熱硬化性ポリマーの最適な硬化レベルを達成する
には、精密な加工温度プロファイルの設計が不可欠で
あり、不十分な硬化や過度な硬化は性能を損ないます。 
ARES-G3 はプログラム可能な多ゾーン加熱システムに
より、1〜5°C/分の昇温速度と温度・時間・ひずみの完全
制御が可能で、温度プロファイル試験に優れています。 完
全統合した高速周波数チャープにより、ゲル点に関する情
報が増え、急速な遷移中でも硬化構造や過渡構造の完全
な評価が可能になります。 この機能により、研究者は硬化
サイクルをより忠実に再現・最適化でき、強固な架橋と優
れた最終特性が得られます。
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TAインスツルメンツ、ARES、ARES-G3、TRIOS、およびSmartSwap 
は、ウォーターズテクノロジーズコーポレーションの商標です。
その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

強度と弾性率の特性
熱硬化性樹脂の強度・弾性率を理解することは、機械的応力
下での性能を予測するうえで重要であり、ARES-G3 レオメ
ーターはその要求に応える精度と制御性を提供します。 先
進 SMT 構造により、G′（貯蔵弾性率）、G″（損失弾性率）、η* 

（複素粘度）など、剛性・弾性・減衰挙動を示す重要パラメー
タを高精度で測定します。 高解像度トルクセンシティビティ
と広範囲のひずみ制御により、初期硬化から完全架橋に至る
材料構造の微細な変化を捉えます。 これにより、広い温度範
囲と変形条件における熱硬化性樹脂の機械的健全性評価に
不可欠なツールとなります。 

アクセサリの概要 
動的機械分析（DMA） 
硬化解析を超えて、ガラス転移温度や硬化材料の強度を 
DMA により評価できます。

高速周波数チャープの機能 
硬化反応中の真の粘弾性挙動を評価します。 単一の等温硬
化曲線では見えない配合の微妙な違いを明確にします。 

DMA 3点曲げ DMA引張
伸

長
粘度フィクスチャー (EVF)
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